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いたが,我家の庭では精々10分か15分,プンプンと芝

刈機の昔をたてると,私達が気付かぬ うちにさっさと

いなくなってしまうのが常たったC ところが芝がよく

伸びる夏のある日,家内が ｢その昔｣が止むのを聞き

付けて,お茶を勧めたところ,彼 もこの家の住人に興

味があったのか,いつ もの作業 とは対照的に 1時間余

りも話 し込んで帰っていった｡彼はいつも小笛を携行

しているスコテ イソシュミュ-シ ノクと民族 ダンスの

愛好者であったC

秋が深まった十月のある月曜 日の晩,同好の集いに

誘われた,予定の刻限が近ず くと,楽器を持った人も

持たない人も三々五々郡ひたホテルの奥 まった大部屋

に集まってきた｡まず ビールで喉を潤す｡若い人も結

構多い:チビチビ飲みながらの演奏の合間に老婦人が

立って詩を朗読 した｡意味はよく解 らなかったが,澄

んだ美 しい声だったD心が豊かになる楽 しい一夜たつ
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1993年11月,北京で歯車に関するシンポジウムがあっ

た｡シンポジウム終了後,西安,成郡の国営工場を見

学 し,上海経由で帰国 した｡

私有財産が認められた中国では.都市部では乗用者

の数も多い｡ほとんどは私企業の所有車かタクシーで

ある,朝夕の通勤ラ ノシュ時は自転車の大群が道幅一

杯になって進む中を車がクラクションを鳴らしながら

疾走 していく｡マイクロハスに乗っていて.何度も自

転車を跳ねたと思った｡現地の運転手 も自転車に乗っ

ている者 も, ぎりぎりの所まで進路を譲らない｡絶妙

のタイミングで事故を回避する｡一見,交通法規なと

年いかのように思えるが,正規のルールではないにし

ても,生活上から生 まれた一定の交通 ルールが存在 し

ている魚 二は感心 させ られた｡このあたりは, 日本人

には真似できないところだろう｡

北京では人民公会堂でレセプションが開かれた｡人

民公会堂の中には,中国の各省がそれそれ別々の宴会

場を持 ってお り,各省の名物料理を出すのだそうだC

さすが中国[=o スケールが違う｡我々は江西省のホー

ルでこ馴走になった｡

西安では歴史博物館で,かの有名な兵f引南 (へいは

いよう) も見学 した｡秦始皇帝の死後を守る兵 と馬の

た｡秋から冬にかけてスコノトランドの夜はとても長いC

マ ンキン ト ノシュ氏は60少 し前だろうか｡やや病弱

な奥さんと3人の嫁 さんを育てた平均的なスコテイノ

シュである｡決 して裕福そうではなかったが,暗いと

ころは微塵 もなく,日本よりかなりゆったりとした時

の流れに抗 うことなく,仕事に趣味にと人生を楽 しん

でいる風だったC｢停年になったら日本へ遊びに来 ま

せんか一 と水を向けたら,到底無理だと首をす くめ/+=-

私フ室が帰国する直前に,もう冬枯れで庭仕事は無かっ

I+=の7L=が,わきわき尋ねてきて くれJ+=､昨年のクリス

マスには音楽好 きの娘に ミューシ ソクテープが送られ

てきた｡中身は勿論スコテイノシュである｡

家族同伴たったこともあって,この海外出張で研究

者以外に多くの友人 知己を得た｡私達の大切 な宝で

あるこ

(留学生指導主事 ･水産学部教授)
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実物大の焼 き物群[こ その発掘は現在 も続いている｡

そのスケールの大 きさは実物を見なければ分からないO

秦始皇帝の途方 もない権勢の大 きさと共に,中国歴史

の偉大 さを知 らされた｡

西安では名物の鮫子を食べたご水鮫子もあるが,我々

は蒸 し鮫子を食べた｡小つぶ[=が,中身が一個づつ遠

〟,実に美味 Lかったこ一人が40個食べ,皆大いに満

足Lたこ

成都では三国志で有名な諸葛孔明の厨なとtを見た〔

二二はマーボ豆腐の発祥の地だ｡この地は盆地で,過

度が高いので,辛い物 を食べて発汗を促 さないと健康

に悪いのでマ-ボ豆腐が生 まれたとのこと7LjったC本

場のマーポ豆腐はすごく辛 (,日本人には無理 と言わ

れたC孜々が食べたのは辛さを押 さえた日本人向けの

やったつたごそれでも辛かった｡

歴史を勉強 Lて行 くと,無尽蔵に楽 しめる感 じがす

るところが中国lL'〔日本文化のル - ツである歴史上の

中国 と新 しい中国が混在 しているのが,今の中国だrJ

(留学生指導主事 ･海洋生産料学研究科教授)


